
　

　「生産日誌」日々更新中です（見て下さいね）

4月6日付の日本農業新聞～JA仙台から水稲育苗開
始のニュース・・・とても嬉しいニュースでした。

4月23日耕起作業に向けてトラクターの整備です。

日頃より弊社の米をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。心からお礼を申し上げます。

（株）空知こめ工房　ホームページ
　http://www.sorachi-kome.jp/

さて、3月に育苗ハウスの建て込み作業が終わり、4月は播種（種まき）が作業の中心です。4月前半はとても穏やかな天
気だったのですが、17日（春の土用入り）には雪が降り冬景色に逆戻り・・・。きっと、昔から人々は天気に助けられ、時に
は裏切られながら知恵を蓄えてきたのでしょうね。農業は自然が相手の商売。逆らってみても始まりません。自然と上手に
付き合いながら、知恵を絞り工夫をこらして最良の結果を出す努力をしなければなりません。5月は田植えです。無事、農
作業を続けられる事に感謝しながら作業を進めたいと思います。

それでは、今月の「そらこめ通信」をお楽しみ下さい。

4月3日の育苗ハウスです。 4月5日苗床作りを開始しました。

中央通路部分にアルミの板を置く作業

育苗ポットをハウス内に並べる作業です（4月14日）。

4月17日春の土用入り・・・雪が降って銀世界に逆戻りです。

この時期のハウスは気温
の急激な変化に備えて、
小さな遮光ビニールがか
けられているので安心…
先人の知恵です。

4月13日、いよいよ播種（種まき）作業の開始です。9
日間浸水し発芽を促した種を一度乾燥します。

高速播種機「みのる君」で種と土をバランスよく育苗ポットに入れていきます。
（4月14日）

機械で播種された育苗ポット

播種と平行してハウス周りの環境整備

4月22日播種作業が終わりました。

今月中旬から田植えが始まります。新たな品種も加わり今から出来秋が楽しみです。

種まき作業用ハウスでは育苗ポットの準備中・・。

4月9日、先日小割りした土を小型トラク
ターで細土攪拌します。


